
   

改正省エネ法と原単位管理（回帰分析法）

   省エネ法 第３条第３項 

エネルギーの使用の合理化及び非化石エネルギーへの転換等に関する基本方針について 

閣議決定  ＜令和 5年3月17日＞

私たちは持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。

私たちはカーボンニュートラルの達成手段として「管理標準」の作成を支援しています。

NPO法人環境・省エネサポートセンター
「管理標準作成」支援チーム



第二章 基本方針等

（基本方針）

第三条 経済産業大臣は、工場又は事務所その他の事業場（以下「工場等」という。）、輸送、建築物、機械器具等に係るエネ

ルギーの使用の合理化及び非化石エネルギーへの転換並びに電気の需要の最適化を総合的に進める見地から、エネルギー

使用の合理化及び非化石エネルギーへの転換等に関する基本方針（以下「基本方針」という。）を定め、これを＊公表しなけ

ればならない。

２ 基本方針は、エネルギーの使用の合理化及び非化石エネルギーへの転換のためにエネルギーを使用する者等が講ずべき

措置に関する基本的な事項、電気の需要の最適化を図るために電気を使用する者等が講ずべき措置に関する基本的な事項、

エネルギーの使用の合理化及び非化石エネルギーへの転換等の促進のための施策に関する基本的な事項その他エネルギー

の使用の合理化及び非化石エネルギーへの転換等に関する事項について、エネルギー需給の長期見通し、電気その他の

エネルギーの需給を取り巻く環境、エネルギーの使用の合理化及び非化石エネルギーへの転換に関する技術水準その他の

事情を勘案して定めるものとする。

３ 経済産業大臣が基本方針を定めるには、閣議の決定を経なければならない。

４ 経済産業大臣は、基本方針を定めようとするときは、あらかじめ、輸送に係る部分、建築物に係る部分（建築材料の品質の

向上及び表示に係る部分並びに建築物の外壁、窓等を通しての熱の損失の防止の用に供される建築材料の熱の損失の防

止のための性能の向上及び表示に係る部分を除く。）及び自動車の性能に係る部分については国土交通大臣に協議しなけ

ればならない。
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こ の 基 本 方 針 は 令 和 ５年4 月 1日 か ら 適 用 す る も の と す る。 
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★ カーボンニュートラルとは：温室効果ガスの排出量と吸収量を均衡させること。
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★ 工場等におけるエネルギー消費原単位又は電気需要最適化評価原単位の改善を図る。（省エネの指標は、原単位管理）



回帰分析法と原単位管理

□ エネルギー消費原単位の基本

・ 原単位管理とは 物1個、一定量の生産物をつくるために必要とされる原材料やエネルギー使用量、あるいは労働時間
などの数量。各種エネルギーがどれだけ効率良く生産に使われたかを見るための指標。

・（例）通常のコンビニエンスストア（ベンチマーク指標） 売上高（百万円）当り 電力使用量(kWh）＝707kWh/百万円以下
を目標とする。

・ エネルギーの使用量と密接な関係(相関）をもつ値で除すること。（自ら決める必要がある）

・ 省エネルギーの成果が経年的に評価する指標である。（中長期的にみて年平均１パーセント以上低減させることを目標
（努力義務）

・ 原単位が悪化（中長期、対前年度比）した場合、理由を報告しなければならない。（指定-第7表）

・ 外的要因か内的要因かを分析し、論理的、計数的に分析した結果を記録すること。

・ 同じ原単位を継続して使うことが原則である。（変更する場合等原単位分母を見直す場合には、定期報告書を提出して
いる所管の経済産業局に 相談の上、適切な原単位分母を設定してください。）

・ 複数の製品製造、高品質化の要請（多品種、少ロット等）、製品に重み付けをする方法がある。（重回帰分析法）

https://www.enecho.meti.go.jp/category/saving_and_new/saving/enterprise/factory/support-tools/data/2022_05benchmark.pdf

ベンチマーク制度の概要（資源エネルギー 令和４年３月）
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指定-第７表
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□ 回帰分析法とエネルギー消費原単位

・ 回帰分析とは、一般論では「『結果』（目的変数⇒エネルギー使用量）に対する『原因』(説明変数⇒生産量等）を推測する」
手法のこと。

・ 回帰分析法（表計算ソフト）でニ次元化（稼働点図等）によりエネルギー消費量との相関関係の検証に活用できる。

・ エネルギー消費原単位の分母を適切に選定していれば、変動費は右肩上がりの直線になる。

・ 工場において生産製品・数量等は、多種多様であり単回帰分析では限界がある。

・ 多種多様な製品別の重みづけ係数の算出方法として重回帰分析がある

・ 重回帰分析は1つの目的変数を複数の説明変数で予測しようというもの。

  ・ 身長から体重を予測するのが単回帰分析で、身長と腹囲と胸囲から体重を予測するのが重回帰分析です。

 ・ Ｙ＝ａＸ＋ｂ（単回帰分析） Ｙ＝ｂ1Ｘ１＋ｂ2Ｘ2＋ｂ3Ｘ3＋・・・ （重回帰分析）

 ・ 生産量と最高気温から最大需要電力の予測され契約電力を下げた事例がある。

   ・ 工場全体⇒部門別⇒工程別⇒設備別（ブレークダウンすることにより問題点が特定できる）
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データー分析を用いた回帰分析実施手順

① ②

③ ④

エクセルシートの①「データ」⇒ ②「データ分析」

③「回帰分析」⇒ ④「OK」
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⑤
⑤ y（目的変数）⇒ ⑥ 「OK」

⑥
y（目的変数）の範囲

x（説明変数）の範囲（
ⅹ（説明変数）の範囲 ⑦ ｘ（説明変数）⇒ ⑧ 「OK」

⑦ ⑧
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回帰分析結果（単回帰分析）

①散布図をクイックする。
②近似曲線のオプション
③線形近似⇒自動⇒後方補外
後方補正(Xの最小値＝100）
④グラフに数式表示
グラフにR-2乗を表示
⑤閉じる

グラフの作り方

②散布図の作成

③回帰曲線の追加

挿入
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生産量（X） 合計 エネルギー使用量
（Ｙ）

年度 A製品
生産数量（台）

B製品
生産数量（台）

合計 KL

2020 1,500 150
1,650 5,400

2021 1,450 75
1,525 3,400

2022 1,850 160
2,010 5,275

2023 2,100 200
2,300 6,660

2024 2,550 250
2,800 7,675

演習問題（１）

エクセルシートの手順により単回帰分析にチャレンジしてください。
後日、重回帰分析の結果もご送付します。

回答は、生産量が０⇒エネルギー使用量がマイナスになるので不適当と考える。
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A製品とBそれぞれに使用されたエネルギー量が分かる場合
A製品とBの原単位比からB製品をA製品（基準製品）に 換算する方法

「A製品の原単位」に対し，「B製品の原単位」は１０．３６倍ことがわかり換算生産量に修正して
相関があるか検討する。

年度

A製品 B製品 合計

③生産数
量（台）

④エネル
ギ（Kｌ）

⑦原単位

（kl/台）
⑤生産数
量（台）

⑥エネル
ギー（kl）

⑨原単位
（kl/台）

⑫A製品換算＝
⑤×10.36（台）

⑬換算生産
数量＝

③＋⑫（台）

②エネ
ルギー
（kl）

2020 1,500 2,700 1.800 150 2,700 18.00 1,554 3,054 5,400

2021 1,450 2,175 1.500 75 1,225 16.33 777 2,227 3,400

2022 1,850 2,775 1.500 160 2,500 15.62 1,658 3,508 5,275

2023 2,100 3,360 1.600 200 3,300 16.50 2,072 4,172 6,660

2024 2,550 3,825 1.500 250 3,850 15.40 2,590 5,140 7,675

⑧製品Aの平均原単位 1.580 ⑩製品Bの平均原単位 16.37

★製品Aを基準に修正する＝⑩÷⑧＝10.36

演習問題（２）

回答は、生産量が０⇒532.7kl使用しているのと強い相関があるので適性と考える。
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管理標準のサンプル （PDF）を無料配布

■ご希望の資料

① 本社管理標準サンプル 

② 専ら事務所等の管理標準サンプル（事務所・スーパー・病院・ホテル等） 

③ 工場等の管理標準サンプル（製造業・廃棄物処理場等）

④ 回帰分析の回答 

メール info@npo-eesc.org にてご連絡ください。

ご希望の方は、

＊会社名

＊ご担当者名

＊ご連絡先

＊特定事業者番号

★ 「工場・事業場における省エネ法定期報告（2024年度提出分（2023年度実績））に基づく事業者クラス分け評価の結果」にて
ご確認お願い致します。

＊は、必須項目になっておりますので誠に申し訳ありませんがご記載のない事業者様には配布しておりません。

 よろしくご協力お願いします。なお、サンプルは、演習問題がついておりますので一度チャレンジしてください。
 ご回答とアンケートは、後日ご送付させていただきます。

NPO法人環境・省エネサポートセンター
「管理標準作成」支援チーム

３００社以上の事業者様に「管理標準」の作成実績があります。
お気軽にご相談ください。
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